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は じ め に

この研究は､重要貝類毒イ蛙f策事業の-環として､毒化予知手法の開発をすることである｡本年度､

調査を実施した毒化モニタリング調査､広域分布調査､外海沿岸域分布調査などにより得られた結果

をもとに毒化予知手法の検討を行った｡

1 研究項目および研究内容

1)外海沿岸域分布調査

外海沿岸での原因プランクトンの分布および環境条件を把握する (2-5マイル沖合の測線で調

査)

2)原因プランクトンの毒化予知手法の開発

原因プランクトンと環境条件､移動経路等の数理モデルを検討する｡また､人工衛星による表面

水温写真等の利用を検討 し毒化予知システムを確立する手法を開発する｡

3)東北 ･北海道沿岸のD.fortii の分布動態解明

東北 ･北海道沿岸の D.fortiiの発生から消滅までの出現状況を把握 し､海況､流況との関

係を明らかにする｡

4)低毒時の毒成分究明

ホタテガイの遊離脂肪酸と下痢性貝毒群の分別定量と脂肪酸の季節変化を解明する｡

2 調 査 海 域

青森県外海では､岩崎､下前､今別､野牛､八戸の5地点､陸奥湾では､青森､久栗坂､野辺地の

3地点でそれぞれ調査を実施した｡

3 毒化予知手法開発の全体計画と作業概要

表- 1に毒化予知手法の開発を確立するまでのフロー･チャートを他の貝毒関連事業を含めた全体

像として示した｡

詳細については､昭和58年度水産庁委託水産業振興事業委託費､重要貝類毒化対策事業報告書 (香
化予知手法開発研究)昭和59年3月､青森県水産増殖センターを参照｡
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義-1 毒化予知手法開発のフローチャート

1.既往資料の収集整理

海況､プランクトン､

毒化､貝毒の蓄積､排出､

貝の生理

2.毒化モニタリング調査

外海における二枚貝の

毒化データ

4.毒化原因プランクトンの出現および毒化予知手法の開発
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原因プランクトンの動態に

ついての総合解析

環境条件､生物条件､海況･

流況条件からの出現､毒化

予知の検討
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;海域ごとの原因ブランクト

ンの発生､増殖､消滅およ

;び毒化予知の確立

原因プランクトンの有無､

発生条件と発生予知の検討 ;

青森県海域における毒化機

構の究明

青森県海域における毒化予

知手法の確立
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3.広域分布調査

外海 沖 合 にお け る

D.fortiiの出現量､海

況

5.毒化数値予測手法の開

発
I------------------ll

…陸奥湾定点調査 .:

:湾内､湾口部分布調査 ;I

:短期精密調査I

;シミュレーション解析

陸奥湾における原因プ :t

ランクトン出現および :

:毒化予知の確立

6.下痢性貝毒に関する研

究

低毒時の毒成分 ･遊離

脂肪酸の究明

原因プランクトンの毒

組成

ホタテガイ体内の貝毒

の代謝

貝毒機器分析法の開発

下痢性貝毒の分析精度向上

機器分析法の確立



結 果

1)青森県外海の岩崎､下前､今臥 野牛､八戸の5地点の沿岸域で毒化原因プランクトンの分布調

査を実施した｡

2)D.fortiiは3月にすでに日本海側で少数出現 していた.4月に入ると日本海側で100細胞/

･eを越える出現となる｡この時期､津軽海峡では10-8嶋ヨ胞/.eの出現がみられるが､太平洋側で

はまだ出現していなかった.5月に入ると各海域で200細胞/i!を越える出現となった｡このよう

に､D.fo71iiの出現は日本海側で始まり津軽海峡､太平洋の順に推移 した｡

3)7月には､日本海側､津軽海峡側で20細胞/B以下に減少したが太平洋側では最高350細胞/.e

の出現がみられた｡8月には､各海域とも10細胞/_e以下となった.

4)D.fortiiが100細胞/.e以上出現 した時の水温は8-14℃の範囲にあった.特に､400細胞

/17以上の出現時には11-13℃の範囲であった｡塩分は31.5-33.8‰の範囲に出現 した｡

5)D.jTortiiの濃密な分布層は､水温､塩分の躍層付近の10-30mの中層に多い傾向があった.

6)まひ性貝毒の原因プランクトンであるProtogonyaulaxtamarensisは､太平洋側の八戸沿岸

で7月に20細胞/.eの出現がみられた｡その他の海域ではみられなかった｡

7)陸奥湾に出現するD.fortiiの予知手法の開発と毒化予知手法の開発について､既往の調査､

研究結果から検討した｡

8)D.fortiiの出現状況を水温の予測､気象の状況 (偏東風等の季節風)水温の昇温､降温状況

等を把握することにより出現の始まり､期間､増加の時期､消滅の時期をある程度予測できること

が判った｡ (海況､環境条件からの予測)

9)陸奥湾に入る以前の日本海側や津軽海峡側でプランクトンの出現状況を把握することにより､陸

奥湾における発生を事前に予測可能であることが則った｡また､ホタテガイの胃内容物を直接検鏡

することにより､海水中のD.fo71iiの出現状況を知ることが可能である.更に､指標プラン

クトンの出現状況からD.fortiiの出現時期､増加時期､消滅時期を予測するこ とも可能であ

る｡ (生物による前駆現象からの予測)

10)D.jTortiiの出現状況と環境条件の対比から毒化予知手法の開発の検討を行った.

ll)数値処理による毒化予測を行ったところ､実際の結果とシミュレーションとの間に大きな点での

違いはなかったところから､今後､数値式を吟味することにより､更に正確な予測が可能になると

考えられた｡

12)D.fortii の東北 ･北海道沿岸における分布動態について各試験研究機関の報告書をもとに検

討 した｡

13)過去3ヶ年と昭和58年度の結果から､D.fortiiの分布動態は常に日本海側で始まり､陸奥湾､

三陸沿岸､東北南部へと推移 していく｡また､陸奥湾や三陸沿岸のような内湾では遅くまで出現す

る傾向があった.D.foyliiの分布は､流況と水塊､水温により影響を受けることが判った.こ

のことから､毒化予知をする上で､D.fo71iiの出現状況を知ることは勿論であるが､海況や環

境条件を知ることも重要であると考えられた｡

14)陸奥湾内の2地点で低毒時の毒成分の分析を現行法とケイ酸カラム法とSephadexLH-20ゲ

ル櫨適法で行った｡
15)脂肪酸画分の分別定量は､ケイ酸カラムを使用することにより充分に分別されることが判明した｡

また､SePhadexLH-20ゲル渡過によりDinophysistoxinの組成､量についても分離定量が

可能になった｡
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